
さらんの夢 

                          作詞：大谷善邦 

                          作曲：中村洋一 

 

１、さらんには夢がある 

鏡台山の頂（いただき）で中秋の月の出をおがみたい 

巨大な屏風の月に覆われながら 

北と南の峰を行き来したい 

飲んでるやつ 寝そべってるやつがいてもいい 

月の光を浴びて生き返りたい 

さらんには夢がある 

さらしなの里に生まれたからには 

 

２、さらんには夢がある 

姨捨駅でピアノの弾き語りを聞いてみたい 

グランドピアノの調べで月の出を歓迎したい 

千曲の川面の光とシンフォニー 

飲んでるやつ 寝そべってるやつがいてもいい 

月の光を浴びて生き返りたい 

さらんには夢がある 

さらしなの里に生まれたからには 

 

３、さらんには夢がある 

小学校の校庭でさらしなの歌の合唱だ 

音楽仲間の演奏と老若男女の歌声で 

冠着山と月が笑顔になっている 

飲んでるやつ 寝そべってるやつがいてもいい 

月の光を浴びて生き返りたい 

さらんには夢がある 

さらしなの里に生まれたからには 
 


